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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で下落となりました。
南アフリカなどで見つかった新型コロナウイルスの新たな変異型であるオミ
クロン株による感染拡大をめぐる警戒などから、前週末から11月30日（火）
まで3日続落しました。その後は、3日間で1,500円超下げたため、主力銘柄
を中心に自律反発狙いの買いが入り、小幅に上昇する場面もあったものの、
オミクロン株による世界的な感染拡大への懸念は根強く、売りが優勢となり
ました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で小幅に下落となりました。
オミクロン株の感染防止策をめぐり、バイデン米大統領が都市封鎖を否定
し、週初は小幅に上昇したものの、パウエルFRB議長の議会証言を受けた
金利上昇懸念から幅広い銘柄が売られました。その後は、米国内でオミク
ロン株による感染者が確認されたことや、既存ワクチンの有効性に関する
報道、11月の雇用統計の結果を受け、週末まで一進一退となりました。

４）外国為替市場
≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で低下しました。
新型コロナウイルスの新たな変異型による感染拡大で、経済活動が停滞する
との懸念から相対的に安全資産とされる債券は買いが優勢となりました（利
回りは低下）。その後、パウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長の議会証
言を受け米金融政策の正常化が想定より早まるとの見方が強まると、売りが
優勢となったものの（利回りは上昇）、週間では前週末比で低下しました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
オミクロン株のまん延で、世界経済の回復が遅れるとの懸念から、リスク回
避目的の円買い米ドル売りが進みました。パウエルFRB議長の議会証言を受け、
米金融政策の正常化が早まるとの見方から、日米金利差を意識した円売り米ド
ル買いがやや進む場面もあったものの、週間では円高米ドル安となりました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、新型コロナウイルスの変異型であるオミクロン株の感染拡
大による世界景気の回復遅れへの懸念から、日米両市場ともに下落しました。
オミクロン株による感染が拡大しています。南アフリカでは、感染者が発見さ
れてから約１週間で感染者数は5倍となり、先週には日本国内やアジア諸国、
米国においても感染者が確認されました。オミクロン株の感染力の詳細やワク
チンの効果などが明らかとなるには数週間を要するとみられ、当面の間、先行
き不透明感は残りそうです。先週末に公表された11月の米雇用統計は、非農業
部門雇用者数が市場予想を大幅に下回るも、失業率は前月より改善し、2020
年2月来の低水準となったことから、市場では、FRBが早ければ次回の米連邦公
開市場委員会（FOMC）で、テーパリング（量的緩和縮小）の加速を決定する
との見方が強まっています。
今週の株式市場は、投資家のリスク回避姿勢の強まりから、積極的な買いが控
えられる中、オミクロン株による感染者数の動向とワクチンや治療薬などに関
する報道により上下に振れやすく、方向感の定まりにくい展開となりそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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【当資料に関する留意点】
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